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前段、後段の意義 （第５条３項）
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権利能力、意思能力及び行為能力のイメージ

• 取引界に参加することが
できる資格・地位のこと

• 取引界に参加することが
できる資格・地位のこと権利能力

• 取引界のルールを理解
できる能力のこと

• 取引界のルールを理解
できる能力のこと意思能力

• 単独で有効に取引をする
ことができる能力のこと

• 単独で有効に取引をする
ことができる能力のこと行為能力
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被補助人の行為能力について

補助人
Ｂ

被補助人
Ａ 相手方

Ｃ
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1. 同意権のみの場合
2. 代理権のみの場合
3. 同意権及び代理権の場合

Ｂに与えられる権限
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未成年者であるＡがその所有する甲土地について、そ
の親権者であるＣの同意を得ないで買主Ｂ（行為能力
者であるものとする）との間で売買契約を締結した。
A・B間の契約は有効か。

権利能力、意思能力及び行為能力

例題2-1

親権者
Ｃ

未成年者
Ａ

制限行為能力者
の相手方
Ｂ

法定代理人

売買契約

甲土地
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第１回 権利能力等の意義，制限行為能力者制度① 

 

≪講義該当箇所≫ 

デュープロセス民法・不動産登記法Ⅰ 

第２部 

第１章 民法総則編の構成 

第２章 権利の主体と客体 

第１節 権利能力，意思能力及び行為能力 

第２節 制限行為能力者制度 

４．被補助人 まで 

直前チェック民法Ⅰ 

第１部テーマ１ チェックポイント1～33 まで 

 

≪今回の講義ポイント≫ 

１．権利能力，意思能力及び行為能力の意義を理解すること 

 

２．制限行為能力者制度の趣旨を理解すること 

 

３．各制限行為能力者の行為能力はどのように制限されるのかを理解するこ

と 
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第２回 制限行為能力者制度②，不在者の財産の管理及び失踪，権利の客体 

 

≪講義該当箇所≫ 

デュープロセス民法・不動産登記法Ⅰ 

第２部 

第２章 権利の主体と客体 

第２節 制限行為能力者制度 

５．制限行為能力者制度のまとめ 

６．制限行為能力者の相手方の保護 

第３節 不在者の財産の管理及び失踪の宣告 

第４節 権利の客体 

直前チェック民法Ⅰ 

第１部テーマ１ チェックポイント34以下 

 

≪今回の講義ポイント≫ 

１．制限行為能力者の能力の制限に関する事項を整理すること 

 

２．制限行為能力者の相手方の立場及びその保護に関する制度を理解すること 

 

３．不在者の意義及びその財産管理に関する事項を理解すること 

 

４．失踪の宣告の制度を理解すること 

 

５．同時死亡の推定の意義を知ること 

 

６．権利の客体に関する用語を確認すること 
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第３回 法律行為の有効要件，心裡留保，通謀虚偽表示 

 

≪講義該当箇所≫ 

デュープロセス民法・不動産登記法Ⅰ 

第２部第３章 

第１節 総説 

第２節 意思の欠缺 ２．通謀虚偽表示 まで 

直前チェック民法Ⅰ 

第１部テーマ２ チェックポイント19 まで 

 

≪今回の講義ポイント≫ 

１．法律行為の有効要件を確認すること 

 

２．心裡留保の意義及び効果を理解すること 

 

３．通謀虚偽表示の意義及び効果を理解すること 

 

４．民法94条２項にいう「善意の第三者」の意義及び範囲を確認すること 

 

５．善意の第三者からの転得者の地位に関する問題点を確認すること 
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第４回 錯誤，瑕疵ある意思表示，意思表示の到達と受領 

 

≪講義該当箇所≫ 

デュープロセス民法・不動産登記法Ⅰ 

第２部第３章 

第２節 意思の欠缺 ３．錯誤 

第３節 瑕疵ある意思表示 

第４節 意思表示の到達と受領 

直前チェック民法Ⅰ 

第１部テーマ２ チェックポイント20～37 まで 

 

≪今回の講義ポイント≫ 

１．錯誤の意義及び効果並びに動機の錯誤に関する学説を理解すること 

 

２．錯誤無効を主張することができる者の範囲等を確認すること 

 

３．詐欺及び強迫の意義及び効果を理解すること 

 

４．民法96条３項にいう「善意の第三者」の意義及び範囲を確認すること 

 

５．第三者による詐欺の意義等を理解すること 

 

６．詐欺と強迫との違いを確認すること 

 

７．意思表示の受領能力の意義を確認すること 




